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平成１９年度成果重視事業評価書要旨

評価実施時期：平成１９年８月 担当部局名：大臣官房統計情報部企画課情報企画室

厚生労働省ネットワーク（共通システム）最適化事業

関係する施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

年月日

基本目標ⅩⅡ
　国民生活の利便性の向上に関わるＩＴ化を推進すること
施策目標１
　電子政府推進計画を推進すること
施策目標１－１
　行政分野へのＩＴ（情報通信技術）の活用とこれに併せた業務や制度の見直しにより、国民の利
便性の向上と行政運営の簡素化、効率化を図ること

　（政策等への反映の方向性）
　　評価結果を踏まえ、平成２０年度予算概算要求において所要の予算を要求する。
　　（概算要求額：245百万円）

施政方針演説等

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

　平成１６年３月に策定された「共通システムの見直し方針」に基づき、府省内ネットワークの集
約化・共用化を実施し、府省内のＬＡＮで運用する電子メールシステム、電子掲示板等の基本シス
テムを統一化するとともに、ＬＡＮの運用管理業務の集中化を図るものである。
※参考：厚生労働省ホームページ
　　　　http://www.mhlw.go.jp/sinsei/torikumi/03/index.html

　最適化実施により、これまで別に調達していたインターネット回線を中核的ＬＡＮシステムの更改（２００５年７
月）と一括して調達したところ、予定していたとおり、年間２２,８００千円が経費削減され、また、中核的ＬＡＮシス
テムの更改を実施することにより、運用等に職員が費やす年間約２,２５０時間の削減となり、目標値を達成したと
評価できる。

【評価結果の概要】

アウトカム指標 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９
１削減経費（中核的ＬＡＮシ 実績 － 22,800 22,800

ステムの更改） 目標 － 22,800 22,800 22,800
（単位：千円）
２削減業務処理時間 実績 － 2,250 2,250
（単位：時間） 目標 － 2,250 2,250 2,250
(調査名・資料出所、備考）

・指標１及び２は 最適化効果指標・サービス指標一覧 厚生労働省ネットワーク 共、「 （ （
通システム （２００７年（平成１９年）８月２３日厚生労働省行政情報化推進会））」
議決定。別添参照 ）による。。
事業開始が平成１７年度からのため、平成１６欄の数値の記載はなし。


